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脳梗塞lと対して，磁気共鳴画像診断法 (MR 1) 用造影剤 Gadol inium-diethyl ene-t riamineｭ
pentaacetic-acid (Gd-DTPA) を用い，その造影効果および経時的変化について検討する。また，
Gd-DTPA 使用MRI の臨床的有用性についてX線CT と対比しながら検討を加える。
〔方法〕
発症後 4 時間から 2 7 ヶ月に至る 3 5 例の脳梗塞および脳梗塞疑い患者を対象として計 4 5 回のGd­
DTPA使用MR 1 を施行した。 MRI用装置は，シーメンス社製1. 5 テスラ超電導型を使用した。画像
構成は二次元フーリエ変換法によって行い，データ収集マトリックスは 256x256 とした。スライス
厚は 5mmないし 1 Ommで，マノレチスライス法により横断面の撮像を行った。使用したパルス系列はスピン
エコー( SE) 法である。 T2強調画像は，繰り返し時間 (TR) 2 0 0 Omsec. エコ一時間 (T E) 
9 0 msec による撮像を基本とし. T 1 強調画像はTR 4 00'"'-'50 Omsec. TE 3 Omsec による撮像
を基本とした。まず. T 2 強調画像およびT 1 強調画像による撮像を行った後 fC:: .0.1 または 0.1 5 
nnno l/kg のGd-DTPAを静注し. 5 分後より主にT1 強調画像lとより経時的に撮像を行った。 X線
CT装置は東芝社製TCT 20A またはGE社製 CT/T8800 を用い.35例に対して 4 5 回の単純
CT検査. 3 9 回の造影CT検査を施行した。 Gd- DTPA による脳梗塞巣の造影効果の程度は，以下
の計算式によって得られる信号強度 (S. 1 . )比として表した。
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〔成績〕
(1) Gd -DTPA使用MRI と造影X線CTの造影能比較
Gd 一 DTPA使用MR 1 ，造影X線CTの両者を施行した 3 9 例のうち 5 例(急性期 1 例，亜急J性
期 2例，慢性期 2例)では，造影効果が認められなかった。他の 3 4 例のうちGd-DTP A 使用MR
I が造影X線CTよりも劣っていたものは 1 例もなかった。急性期の 3例では，全例においてGd 一
DTPA使用MRI の方が優れていた。亜急性期例では 2 8 例中 2 4 例 (8 5.7%) においてGd­




0.15 mm 01 /kgGd -0 T P A静注群と 0.1 rr町101 / kgG d -0 T P A 静注群の聞に差は認められな
かった。 Gd 一 DTPA による梗塞巣の造影効果はその程度lとより，以下のように 5 群に大別できた。
1 群:造影効果なし， 2 群:造影効果軽微， 3 群:造影効果軽度， 4 群:造影効果中等度， 5 群:造影
効果著明
急性期例では， 7 例中 3例 (4 2.9 必)が 1 群に寓し， 4例 (5 7.1 %)が 2 群に属した。亜急J性期
例では， 2 9 例中 1 4 例 (4 8. 3 ~ぢ)が 3 群に属し， 12例 (4 1. 4 %)が 4群または 5群に属した。
2 9例のうち 3例 (1 0.3%) のみが 2 群に属した。全 4 5例中 4 群または 5 群に属したものは 1 3 例
あった。乙れらのうち 4例は脳塞栓か脳血栓か不明であるが， 9 例は亜急性期脳塞栓例であった。
(3) Gd 一 DTPA使用MRI の臨床的有用性
Gd-DTPA使用MRI は便塞巣の描出に優れ，特に，多発性脳梗塞における責任病巣の検出に優




急性期脳塞栓例において著明であった。 Gd-DTPA使用 MRI は造影X線CTIC比して脳梗塞巣の描




3 5例の脳梗塞患者に対して，磁気共鳴画像診断法 (MR 1) 用造影剤 Gado1 i n ium-di ethyl eneｭ
triamine-pentaacetic-acid (Gd 一 DTPA) を用い，その造影効果，経時的変化，および臨床
的有用性についてX線CT と対比しながら検討した論文である。
超急性期から経時的な追跡検査が可能であった症例をはじめ，各症例ごとに発症後の時期と造影効果に
ついて詳細な検討がなされ， 1) Gd -DTPA 使用MRI は造影X線CTよりも造影効果において優れ
ているとと， 2) 梗塞巣の造影効果は，発症後の時期にかかわらず， Gd-DTPA 静注後，時間と共に
漸増するパターンを示すこと， 3) 急J性期および慢性期例に比して，亜急性期例において明瞭な造影効果
が認められ，特 l乙，亜急性期脳塞栓例では著明な造影効果を示す傾向が強い乙とが示された。また，臨床
的有用性に関して， 1) 梗塞巣の検出，特lζ，多発f却商梗塞における責任病巣の検出 lと優れていること，
2) 皮質，皮質下梗塞巣の検出に優れていることが示された。
上述のごとく，本論文は，脳梗塞における Gd -DTPA の造影効果について詳細な検討を加える乙と
により， Gd -DTPA 使用MRI が優れた責任病巣検出能を有するのみならず脳梗塞の成因lと迫り得
る可能性を有する有用な検査法である乙とを提起した有意義な論文と考えられる。
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